
「しらす」の組成について

矢　口　正　直

藤　本　　　　武

葵城麻沿岸に於て漁獲されるシラスは主としてマシラス
sardiniameLarlOSticta，カタクチ

EngraulisjaponicusJ・etS・シラクオSaLangichthysmirIOdon（Breeker）の＝径である。主な

漁場は餞浜を中心とした三浜地区及び久慈地先海面でぺFig・1）漁具は地曳網、船曳網、如齢

使用し操業期間は5月21日－9月20日（特別採桐期間）間に限られて居る。

RII　抽－t「

1．＿資　　料

調査費料は昭和25年4月、18日より弼加日進の紗こ饅

浜、平軋久慈浜地先水酢於て圭として脂曳網に依り漁獲

されたものを同各組合よか迭付して頂き測定し、大きさは全

長で表した．

2．組　　　成

夫の漁期全般の組成はTab・1・Fig・2に示す様にカタクチ

が夫の大部分を占めて居り月別でも5月、9月を除いた4・6・

7，8月にはカタクチが大部分を占め・特に8月には漁獲物の

殆ど全休を占めて居る。それに反してシテウオは5月より

郡至る忙従減少し8月には1朋となって居る。此れは5月にシラク才が産卵のため麒す

る結果であろう。亦6月よ…月になる雌ひカタクチ稚魚の混合比の舶するの妊本馴南で産

卵された稚魚が本蘇沿岸盈北上する一方・シラク才は産卵を終了し闊芹移動摘うためと考へられ

Tab．1 シ　ラ　ス　組．成

る。マイワシ稚魚の混合比が低く亦短期間なので、シラス漁新マイワシ漁酢影響する程度は少

V、と考へられる。

3．体　　　形

1）シラス蝶カタクチEngraulisJaponicus

本種は産卵期が的連続的なので茨城沿岸に来遊する魚群にも敦群が認められ・4月～9月迄の■衆

遊群が回柁したと考へられる（Fig・3）。従って本陣の漁獲体形は季節及び場所に依相違が認め

られるが上記6ケ月の資料の全長恥匪は1ふm～4伽で夫の組成には2肋n～3・34cmにMode

があほ小桝68和平離党のModeZ・26cm・最大伽6月21日戯浜のMode3・77cmであ

る（Tab・2）。6ケ月を通じての全長の遷移はTab・2，Fig・3に示す様に茨城沿岸で鯛に移動混乱し

て、同一魚群と居はれるものは大体2i月位碑に停滞して成長した後移動し・他魚群が再び来遊
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T月b．2　　　　シ　ラ　ス　全　長

して乗る模様で漁郷間に4，5月、6，7月、8，9司に各1詳づつ移動釆遊して来たと考へられる。体長

の分布曲線（Fig・3）に依るとMode2・66cm～3・34cmに類型で平均体長偲2・88cm～3・24mの来

遊魚群である。

2）シラス期マイワシSardiniamelanosticta

茨城の†イワシはカタクチより漁期が短くFig・2の様に4～5月で4・5％及び1・6少で平均混合

比は1．0％である。賛閂が少いため詳細ではないが体形は3・05m～3・27cmにModeがあり全長分

布はFig・3の通りである。

3）シラス期シラクオSalangichthysmicrodon（Bleeker）3～4月茨城沿岸で産卵成育した稚魚

シラウオがシラス期カタクチと共に比較的浅慮で漁獲されたもので∴Modeの範芽は2・03cm～3・7

8emで漁期闇の成長は蔽著で成長し乍ら凄岸し此瞥間に1・5cm～2・Omの成長をする。魚体の平

均体長應2．37cm～七・79mで漸次成長傾向を示す。
3

4．持　　　　論

茨城沿岸に釆遊するシラス群中、カタクチは特別牒輔期間中（5月～9月）蓮横的に数回噴長しつ

つ来遊する。衆遊群は3・Om附近にModeがあり、千葉以南の魚群より＿梢成長して居る模様で

廻苛群の大部分がカタクチシラスであり、茨城沿岸にはマシラスの来遊が少いのでマイワシ資源に

影響する享はないものと考へられるが基礎調査が充分行はれて居ないので断定は出奔難い。他の沿

岸性重要魚種の幼稚魚に款でも多最に漁獲されないので上記と同機の結果と考へられる。
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